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公⽴学校施設等の維持管理に関する新技術の活⽤状況等の把握について

〇公⽴学校施設台帳について

公⽴学校施設台帳のイメージ

・公⽴学校施設の実態把握や補助⾦の執⾏の基礎資料とすることを⽬的に毎年、公⽴⼩中学校等を対象に調査を実施し、
「公⽴学校施設台帳」としてデータベース化している。
・収集・蓄積しているデータは、学校の棟別の建築年、保有⾯積、構造区分、階数、改修履歴等。
・各学校ごとのデータは、市区町村、都道府県、⽂部科学省が共有しているものの、都道府県別の集計概要は政府統計ポータル
サイトで公開
・各市区町村が、施設の状態や過去の改修・交換履歴、事故・故障の発⽣状況、点検実施結果等について、データベースを作成
する際には、「公⽴学校施設台帳」のデータを活⽤できることについて、「学校施設の⻑寿命化計画策定に係る⼿引き
（平成27年４⽉ ⽂部科学省）」を通じて周知している。

1

公⽴学校施設台帳の活⽤イメージ

施設台帳を基に、
施設の状態等を
把握するための
建物基本情報
を整理

・「⽂部科学省インフラ⻑寿命化計画（⾏動計画）（令和３年３⽉）」において、現場への導⼊段階に⾄った建築物の新技術や
⼿法については、関係省庁と連携し、普及に努めることとしている。
・⽂部科学省は、公⽴学校施設等の維持管理について、地⽅⾃治体における新技術の活⽤状況やデータ収集・蓄積の取組状況を
把握するとともに、関係省庁の取組状況も参考としながら、事例の横展開など、必要な対応を⾏っていく。

〇新技術の活⽤状況等の把握について
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⽂教施設において新技術を導⼊し、メンテナンスコストを抑制した事例

ＡＩによる判別結果の⼀例
（4Ｋカメラ画像を⽤いたひび割れ検出）

ひび割れ検出

ＡＩによる判別結果の⼀例
（⾚外線カメラ画像を⽤いた浮き検出）

ドローンを活⽤した⾮接触・⾮破壊点検の実装

浮きありと判定

従来⼿法による外壁点検 ドローンを活⽤した点検

第5回インフラメンテナンス⼤賞⽂部科学⼤⾂賞受賞（国⽴⼤学法⼈ ⾦沢⼤学）

〇取組
⼤学校舎におけるドローンを活⽤した⾮接触・⾮破壊

点検⼿法の開発と実装

〇概要
建物外壁のタイルの浮きやひび割れを、ドローンを活⽤し
た⾮接触・⾮破壊で検査する⼿法を⾦沢⼤学融合研究
域融合科学系の研究室と⾦沢⼤学施設部が協働して
開発。

ドローンに登載したＡＩを⽤いて、⾚外線カメラ及び4Ｋ
カメラにより建物外壁を撮影し、画像データから外壁タイルの
浮きやひび割れ等の損傷状況を正確に把握することが
できる。

〇効果
ドローンにより空撮したデータを、AI解析し調査した結果、

従来の調査⽅法と⽐べ、調査費⽤を600万円程度削減。
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⼀般廃棄物処理施設のインフラメンテナンスにお
ける新技術について

令和４年３⽉

32



⼀般廃棄物処理施設のインフラメンテナンスにおける新技術について

環境省インフラ⻑寿命化計画（⾏動計画）

今後の予定

（新技術例）機器に振動センサーを設置し、劣化状態を常時監視する取組み

出典：第41回全国都市清掃研究・事例発表会講演論文集(2020年1月）

環境省では、「環境省インフラ⻑寿命化計画（⾏動計画）」を令和３年４⽉に改訂し、⼀般
廃棄物処理施設の点検・診断について、新技術の開発・導⼊を促している。

「令和４年度⼀般廃棄物処理事業実態調査」において、各施設での新技術導⼊の有無
や、概要等について調査を現在⾏っているところ。今年度中に結果を取りまとめ、まずは現状
の把握に努める。
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